
暮らしの情報や、みんなの活躍など、まちの話題をピックアップしてご紹介します。

神川の自然をイメージしたプロジェクションマッピング

号砲と共に一斉にスタートした選手たち

いけばなの実演をする石原さん

神川大滝に幻想的な
風景が映し出されました

錦江町畜産産業振興大会が
開催されました

春はな祭りが行われました
花瀬公園まつり駅伝を
開催しました

　３月18日（土）、神川大滝公園でのライトアッ
プイベントが行われました。公園内の小滝や橋
がライトアップされ、縦30メートル幅25メー
トルの大滝には、ＣＧを使って空間や建物に映
像を投影するプロジェクションマッピングが施
されました。神川の七滝伝説や風景に合わせた
映像が流れると河原を埋め尽くすほどの人々か
ら歓声が上がりました。

　３月26日（日）、すずしろの里で初めて「春は
な祭り」が開催され施設の方や周辺に住んでい
る方が参加しました。お祭りでは、ビオラによ
る演奏やダンスの披露も行われました。また、
昨年10月に新しくできた庭園でこの庭園をデザ
インした石原和幸氏によるいけばなや講演が行
われました。
　石原さんは、「町は、景色が良くそれだけで
財産だが、あまり知られていないようなのでこ
のようなイベントを通して、もっと海があって
花が似合う町として広まっていけば施設の方も
地元の方にとっても良いのではないだろうか」
とお話してくださいました。

　３月15日（水）、第９回錦江町畜産産業振興大
会が行われました。錦江町の畜産のさらなる振
興を目的に開催され、畜産農家関係者約140名
が参加しました。町の畜産の現状説明や子牛最
高売上者の表彰、後継者として畜産経営に取り
組まれた方の紹介などが行われました。
　平成28年４月より、後継者として肉用牛の生
産に取り組まれている牧原　功弥さん（牧原自
治会）は「先輩方に習っていい牛を育てたい」
と話しました。

　３月19日（日）、花瀬公園まつり駅伝大会が開
催されました。花瀬公園をスタートし、田代地
区を一周する全長16.4㎞のコースで、40チーム
計280人がタスキをつなごうと走り切りました。
　総合優勝は有明中学校で57分12秒でした。町
内からの参加チームは15チームあり、その中で
も「サンシャイン田代（田代中学校男子チーム）」
が１時間３分３秒で１番早いタイムでした。

中央：牧原功弥さん
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